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任
期
満
了
に
伴
う
湯
川
村
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
４
月
４
日（
火
）に
告
示
さ
れ
、

議
会
議
員
定
数
で
あ
る
10
名
に
対
し
12
名

が
立
候
補
し
、
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
当
日
の
４
月
９
日（
日
）午
後
７
時

か
ら
、
湯
川
村
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル
に

て
開
票
事
務
が
進
め
ら
れ
、
10
名
の
方
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
10
日
の
午
前
10
時
か
ら
役
場
２
階

の
議
場
に
お
い
て
、
当
選
証
書
付
与
式
が

行
わ
れ
、
湯
川
村

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
よ
り
当
選

さ
れ
た
方
々
に
当

選
証
書
が
付
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
で

選
ば
れ
た
湯
川
村

議
会
議
員
は
次
の

方
々
で
す
。

新
し
い
湯
川
村
議
会

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
︒

前
村
長
大
塚
節
雄
氏
の
叙
勲（
旭
日
小
綬
章
）

受
章
を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
！
　
　
　

庁
舎
ホ
ー
ル
に
無
料
の
給
茶
器
を
設
置
し
ま
し
た
︒

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

氏
　
名

年
齢

集
落
名

期
数

小
林
　
孝
一

68

田
　
　
中

５

佐
野
　
盛
至

60

佐
　
　
野

１

斎
藤
　
賢
一

46

三
　
　
島

３

片
桐
　
英
子

64

笈
　
　
川

１

三
澤
　
榮
三

74

中
ノ
目

１

小
野
　
澄
雄

66

北
　
　
田

５

小
野
　
淳
一

72

北
　
　
田

７

篠
竹
　
正
弘

55

浜
　
　
崎

２

菅
沼
　
弘
志

58

高
　
　
瀬

５

高
倉
　
好
博

68

上
田
谷
地

２

　

３
月
26
日（
日
）に
、
三
澤
豊
隆

村
長
が
発
起
人
代
表
と
な
り
、
福

島
県
知
事
や
福
島
県
選
出
国
会
議

員
を
は
じ
め
、
会
津
管
内
の
市
町

村
長
等
、
村
内
外
の
関
係
者
約
２

２
０
名
を
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
に
お
招
き
し
、「
大
塚
節
雄

氏
旭
日
小
綬
章
受
章
祝
賀
会
」
を

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
塚
氏
は
、
村
議
会
議
員
を
４

期
13
年
間
、
村
長
を
３
期
12
年
間

務
め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昨
年

11
月
の
秋
の
叙
勲
で
褒
章
の
栄
誉

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
福
島
県
知
事
代

理
の
鈴
木
正
晃
副
知
事
、
渡
部
恒

三
元
衆
議
院
副
議
長
な
ど
10
名
の

方
々
か
ら
の
ご
祝
辞
の
ほ
か
、
発

起
人
や
友
人
か
ら
の
記
念
品
、
お

孫
さ
ん
た
ち
か
ら
は
祝
福
の
花
束

　

村
合
併
60
周
年
を
迎
え
る
今
年
、

更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
４
月
か
ら
来
庁
者
用

に
無
料
の
給
茶
器
を
設
置
し
ま
し

た
。

　
「
緑
茶
」
や
「
ほ
う
じ
茶
」、「
玄

米
茶
」
の
三
種
類
の
ほ
か
に
、

「
冷
・
温
水
」
も
提
供
で
き
ま
す
。

　

各
種
事
務
手
続
き
の
待
ち
時
間

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
謝
辞
で
は
、「
夢
」
に

つ
い
て
の
ご
自
分
の
人
生
観
も
披

露
さ
れ
、
御
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
塚
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
、

本
村
の
振
興
発
展
に
ご
支
援
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

や
友
人
と
の
歓
談
に
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。お
い
し
い
で
す
よ
！

　４月１６日（日）、湯川村消防団「春の防火パレー
ド」を村内において実施しました。
　春の全国火災予防運動の一環として、来賓多数の
参加のもと、消防団員・婦人消防クラブ員が消防車
両等で村内全域を巡回し、火災予防を呼びかけまし
た。
　この時季は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季
節です。本村から火災を出さないよう村民の皆様一
人ひとりの心掛けをお願いします。

　４月１４日（金）、湯川村役場において、「自衛官募
集相談員委嘱式」を行い、本村から山田誠一郎さん

（三島地区）を村長及び自衛隊福島地方協力本部長の
連名により、自衛官募集相談員に委嘱しました。
　山田さんには、今後、自衛官を目指す方々への情
報提供や相談に応じるなどの自衛官募集に関する広
報活動を行っていただきます。

春の防火パレード山田誠一郎さん（三島地区）を
自衛官募集相談員に委嘱

消防車両等で消防屯所を巡回自衛官募集相談員に委嘱された山田さん（中）
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
合
同
結
団
式
を
行
い
ま
し
た
︒

中
扇
田
班
に
消
防
小
型
ポ
ン
プ
付

軽
積
載
車
を
配
備
し
ま
し
た
！
　

　４月１１日（火）、１４日（金）に勝常・笈川両小学
校において交通安全教室が行われました。
　学年ごとに正しい道路の歩き方や自転車の乗り方
を学び、交通安全の大切さを再認識しました。
　６年生は家庭の交通安全推進委員に委任され、校
内だけでなく家庭においても交通安全を推進するリ
ーダーになっていただきました。

　４月１２日（水）、会津よつば農業協同組合の長谷
川正市代表理事専務、中島徹也湯川支店長が来庁さ
れ、JAバンク食農教育応援事業による補助教材を
寄贈していただきました。寄贈していただいた補助
教材については、笈川・勝常小学校において、食・環
境と農業への理解を深めるために活用をさせていた
だきます。

小学校交通安全教室開催補助教材を寄贈いただきました

自転車の交通ルールを学ぶ児童たち
左から　中島湯川支店長、長谷川代表理事専務、
　　　　三澤村長、星教育長　 　　　　　　　

　

村
で
は
、
消
防
団
の
火
災
時
に
お
け
る
初
動
体

制
と
機
動
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
第
二
分
団
第

四
部
第
三
班
（
中
扇
田
班
）
に
消
防
小
型
ポ
ン
プ

付
軽
積
載
車
を
配
備
し
ま
し
た
。
消
防
軽
積
載
車

の
配
備
は
、
本
村
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
車
両
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
仕
様
で
ほ
か
の

消
防
車
両
に
比
べ
て
運
転
が
し
や
す
く
、
軽
自
動

車
で
小
回
り
が
き
く
た
め
、
集
落
の
中
の
狭
い
道

路
な
ど
で
も
消
防
車
両
を
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
荷
台
に
積
ん
で
あ
る
小
型
ポ
ン
プ

を
自
動
で
上
げ
下
ろ
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

最
新
鋭
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

消防小型ポンプ付軽積載車

　

４
月
２
日（
日
）、
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
湯
川
村
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
合
同
結
団
式
を
開
催
し
、
７
団

体
が
今
年
度
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。
村
長
を
始
め
教

育
長
、
笈
川
、
勝
常
両
小
学
校
長
先
生
、
湯
川
中
学
校

教
頭
先
生
が
来
賓
で
出
席
し
、
三
澤
村
長
と
星
教
育
長

か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
単
位
団
の
キ
ャ
プ
テ
ン
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
抱

負
や
目
標
が
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年
の

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
湯
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
組
織
名
簿

　
　

本
部
長　

小
林　

信
房

　
　

副
本
部
長　

高
倉　

好
博

　
　

監　
　

事　

栗
原　
　

久
・
若
木　

克
美

　
　

理　
　

事　

伊
藤　

幸
喜
・
大
塚　

孝
司

　
　
　
　
　
　
　

渡
部　

義
人
・
栗
原　

新
一

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

幸
二
・
鈴
木　
　

健

　
　
　
　
　
　
　

中
島　

敦
之

　

こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
、
会
津
若

松
警
察
署
交
通
第
二
課
か
ら
、
会
津

坂
下
警
察
署
湯
川
駐
在
所
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
、
過
日
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、会
津
若
松
警
察
署
の
前
は
、

会
津
美
里
分
庁
舎
、
会
津
若
松
警
察

署
に
勤
務
し
て
お
り
会
津
方
部
で
の

勤
務
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
出
身

は
い
わ
き
市
で
す
。

　

地
域
勤
務
は
５
年
ぶ
り
で
、
今
回

が
初
め
て
の
駐
在
所
勤
務
と
な
り
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
警
察
官
と
し
て
は
経
験

は
浅
い
で
す
が
、
村
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
た
め
、
防
犯
・
防
火
・
交

通
事
故
抑
止
等
、
皆
様
と
一
体
と
な

っ
て
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
妻

と
二
人
で
駐
在
所
に
駐
在
し
て
お
り
、

８
月
に
は
第
一
子
が
誕
生
の
予
定
で

あ
り
ま
す
。
公
私
共
に
不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
早
く
地
域
に
と
け
込
め
る

よ
う
努
力
を
し
、
警
察
業
務
を
行
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

駐
在
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
風か

ざ

間ま

　
滋し

げ
る
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会 計 別 予 算 一 覧

平成 ２9 年度の主な建設事業
事　　業　　名 事業費 財　　　源　　　内　　　訳 事　　業　　内　　容国県支出金 地方債 その他 一般財源

学校教育施設整備事業
※過疎地域自立促進事業債充当事業 44，899 44，800 99 勝常小学校エアコン設置工事・設計委託

住宅建設事業
※過疎地域自立促進事業債充当事業 19，809 19，300 509 若者定住住宅造成工事地質調査・設計業務委

託料・造成工事積算業務
環境衛生事業
※除染対策事業交付金 13，386 13，386 0 仮置場解体工事請負費

橋りょう整備事業 10，000 6，215 3，785 高瀬南橋補修工事請負費

消防施設整備事業 12，662 12，400 262 小型動力ポンプ軽積載車・消防ポンプ庫

一般会計・特別会計の起債残高（各年度末）
起
債
残
高
は
27
億
９
２
８
１
万
円

基
金
積
立
は
15
億
３
９
８
４
万
円

一般会計の基金状況（各年度別）

3,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

《主な起債の残高》
○過疎対策事業債
 １，３８９，６２０千円
※70％が普通交付税措置

○学校教育等事業債
 １６０，３９７千円
※20～70％が普通交付税措置

○緊急防災・減災事業債
 ４３，１００千円
※70％が普通交付税措置

○財源補填・臨時財政対策債
 １，１０２，１８３千円
※100％が普通交付税措置

《主な目的基金の残高》
○ふるさと創生基金
 ２４７，６３４千円
○地域福祉基金
 １２２，９６２千円
○地域振興開発促進基金
 ５０，３１６千円
○文化体育振興基金
 ２０，９２３千円
○農業振興基金
 ６６，９３８千円

一般会計 特別会計

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度

696,668 777,069

1,603,152
1,525,933

Ｈ28年度
（見込み）

一般会計基金総額 うち財政調整基金

1,447,287 1,367,186

1,531,563

802,365

1,487,976

839,607

2,019,513 2,083,390

単位：千円

2,034,450
2,209,652

2,731,743
2,770,153

1,285,603

1,539,845

922,836

2,792,813

会　　計　　名 平成２９年度 平成２８年度 対前年度比
一 般 会 計 ２５億３，３００万円 ２５億３，０００万円 ３００万円
特 別 会 計 １０億１，４９７万円 ９億７，２６８万円 ４，２２９万円
国 民 健 康 保 険 ３億９，７５９万円 ３億８，７５４万円 １，００５万円
特定環境保全公共下水道事業 １億１，７９８万円 １億　　８８２万円 ９１６万円
農 業 集 落 排 水 事 業 ５，２８９万円 ５，２１４万円 ７５万円
介 護 保 険 ４億１，３４８万円 ３億９，３３３万円 ２，０１５万円
後 期 高 齢 者 医 療 ３，３００万円 ３，０７２万円 ２２８万円
村 営 墓 地 事 業 ６万円 １３万円 ▲７万円
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　平成29年度の村当初予算が、 ３ 月に開催された第514回湯川村議会定例会で可決されました。
　一般会計は、25億３，３00万円（前年度比３00万円、0．1％増）、特別会計は10億1，497万円（前年度比4，229万円、
4．３％増）で、総額３5億4，797万円（前年度比0．6％増）となりました。
　本年度も引続き限られた財源をより有効活用できるよう役場庁内一丸となり、内部管理経費の徹底した削
減や事業のスクラップ＆ビルド等を図りながら、村振興計画の基本理念である、
「　①村民が主役のむらづくり　②健康から始めるむらづくり　③環境と共生したむらづくり　」
の ３ つの基本理念に基づき、更なる住民サービスの充実を図るべく、当該予算編成を実施しました。

平成28年度予算

全会計総額35億4,797万円

一般会計予算 25億3,300万円
歳入・歳出予算の構成

歳入予算 歳出予算
主な予算科目等の解説

村税
３億2，747万円
（12．9％）

繰入金
2億4，189万円

（9．5％）

諸収入等
３億7，0３4万円
（14．6％）

繰越金
4,000万円
（1．6％）

地方交付税
10億円

（３9．5％）

国･県支出金
2億5，72３万円
（10．2％）

村債
2億1，625万円

（8．5％）

地方譲与税
各種交付金等

7，981万円
（３．2％）

依存財源
15億5，３29万円

（61.３％）

自主財源
9億7,970万円
（３8．7％）歳入 歳出

総務費
8億508万円
（３1．8％）

議会費
5，077万円
（2．0％）

民生費
4億2，200万円
（16．7％）

衛生費
1億2，641万円

（5．0％）

農林水産業費
2億5，6３2万円
（10．1％）

商工費
３，100万円
（1．2％）

土木費
1億9，412万円

（7．7％）

消防費
1億1，7３5万円

（4．6％）
教育費

３億852万円
（12．2％）

公債費
2億1，684万円

（8．6％）

予備費
455万円

（0．2％）

平成29年度予算

全会計総額35億4,797万円

自主財源 村 税
皆さんから村へ納めていただいている税金

（村民税（個人・法人）、固定資産税、
　　　　　　　　　　軽自動車税、村たばこ税）

村
が
自
主
的
に

収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源

諸 収 入 等 他に分類されない雑入などの収入

繰 入 金
基金及び特別会計からの繰入金
◦財政調整基金繰入金　　　　　1億1，600万円
◦ふるさと創生基金繰入金　　　　　8，870万円
◦過疎地域自立促進基金繰入金　　　3，500万円

繰 越 金 前年度から繰り越したお金

依存財源 地方交付税 一定の基準での村の財政事情（財源不足分）に応
じて国税等から交付されるお金

国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
る
財
源
　
　
　
　
　
　

国庫支出金
県 支 出 金

村の特定事業に対して、国及び県から支出される
補助金・交付金　等

村 債
村の建設事業等実施の際に、国や金融機関等から
借入をするお金
◦過疎対策事業債　1億3，410万円
◦緊急防災事業債　　　1，415万円

地方譲与税
各種交付金

その他国・県から交付される譲与税（揮発油・自
動車重量税）、地方消費税交付金等

議 会 費 議員報酬等の議会運営に関する予算

総 務 費
人件費等全体的な事務経費などに係る予算
◦ふるさと納税委託料　　予算計： 2億6，296千円
◦人川道の駅指定管理料　予算計： 2，053万円

民 生 費 高齢者、乳幼児、障がい者の方等に係る福祉や保育所の運
営等に係る予算

衛 生 費 保健衛生（健康増進・疾病予防等・環境衛生）やごみ・し尿
処理事業に係る予算

農林水産業費 農業振興等の農業行政全般に係る予算
商 工 費 商工行政全般に係る予算
土 木 費 道路や橋りょうの整備や除雪等に係る予算
消 防 費 消防・防災行政全般に係る予算

教 育 費 教育行政（学校教育・社会教育）全般に係る予算
◦小中学校費：9，057万円　等

公 債 費
借入金の返済に係る予算
◦元金償還分：1億9，907万円
◦利子償還分： 　　1，737万円
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総
務
課　
総
務
係

　

主　

事　

内
海　

杏
梨

	

（
喜
多
方
市
在
住
）

住
民
課　
福
祉
係

　

主　

事　

二
瓶
健
太
郎

	

（
上
樽
川
集
落
在
住
）

産
業
建
設
課　
農
業
振
興
係

　

主　

事　

関
本　

尚
美

	

（
浜
崎
集
落
在
住
）

産
業
建
設
課　
建
設
係

　

主　

事　

大
桃　

睦
也

	

（
田
中
集
落
在
住
）

教
育
委
員
会　
湯
川
村
保
育
所

　

保
育
士　

平
野　

真
希

	

（
会
津
坂
下
町
在
住
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
31
日
付

　

長
谷
川　

正　

春

	

（
地
域
振
興
課
長
）

○
総　
務　
課

◦
政
策
財
務
係
主
査

（
産
業
建
設
課
建
設
係
主
査
）

	

小　

野　

智　

史

○
住　
民　
課

（「
住
民
税
務
課
」
を
「
住
民
課
」
に
、「
住
民
福
祉
係
」

を
「
福
祉
係
」
に
変
更
す
る
）
※
名
称
変
更
に
伴
う

異
動
の
記
載
は
省
略
す
る
。

◦
税
務
係
主
幹
兼
係
長

（
総
務
課
総
務
係
主
幹
）

	

立　

川　

幸　

子

◦
福
祉
係
主
幹
兼
係
長

（
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
主
幹
兼
係
長
）

	

大　

場　

祐　

一

◦
福
祉
係
保
健
技
師

（
湯
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
保
健
師
）

	

佐　

竹　

由　

季

◦
保
健
係
主
幹
兼
係
長

（
住
民
税
務
課
保
健
係
主
幹
）

	

吉　

田　

利　

昭

◦
保
健
係
主
幹

（
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
主
幹
）

	

橋　

本　

智　

美

○
産
業
建
設
課

◦
産
業
建
設
課
長

◦
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
福
島
県
か
ら
出
向
）	

石　

井　

英　

世

◦
農
業
振
興
係
主
任
主
査
兼
係
長

（
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
主
任
主
査
兼
係
長
）

	

二　

瓶　
　
　

隆

◦
農
業
振
興
係
主
事

（
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
主
事
）

	

中　

島　

竜　

巳

◦
建
設
係
主
査

（
総
務
課
政
策
財
務
係
主
査
）

	

坂　

内　

俊　

介

◦
商
工
観
光
係
主
任
主
査
兼
係
長

（
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
主
任
主
査
）

	

川　

島　

茂　

宏

◦
商
工
観
光
係
主
査

（
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係
主
査
）

	

伊　

藤　
　
　

寛

◦
商
工
観
光
係
主
事

（
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係
主
事
）

	

白　

岩　

仁　

志

○
出　
納　
室

◦
会
計
管
理
者

（
住
民
税
務
課
税
務
係
主
幹
兼
係
長
）

	

渡　

部　
　
　

務

○
教
育
委
員
会

◦
教
育
次
長

（
産
業
建
設
課
長
）

	

鈴　

木　
　
　

定

◦
ゆ
が
わ
幼
稚
園
主
幹
教
諭

（
湯
川
村
保
育
所
主
幹
保
育
士
）

	

髙　

橋　

美　

保

◦
湯
川
村
保
育
所
主
幹
保
育
士

（
ゆ
が
わ
幼
稚
園
主
幹
教
諭
）

	

清　

水　

美　

佳

新
採
用
人
事
異
動

退
職
者

　

小　

関　

邦　

彦

	

（
会
計
管
理
者
）

　

熊　

谷　

絹　

子

	

（
住
民
税
務
課
保
健
係　
　
　
　

	

主
幹
兼
係
長
）

　

古　

川　

博　

美

	

（
住
民
税
務
課
住
民
福
祉
係　
　

	

主
幹
兼
係
長
）

　

小　

林　

信　

子

	

（
教
育
委
員
会
湯
川
村
保
育
所　

	

主
任
調
理
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

	

〔
敬
称
略
〕

　

長
い
間
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

村
職
員
の
人
事
異
動

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
（　

）
は
旧
所
属
・
役
職

⑥
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教職員人事異動
転　入　教　職　員　名　簿

学　校　名 職　　　名 氏　　　名 前　　任　　校

笈川小学校
教　　　頭 大　坂　興太郎 福島県文化スポーツ局　生涯学習課
教　　　諭 末　永　友　佑 新採用

勝常小学校
校　　　長 渡　部　仁　一 猪苗代町立猪苗代小学校
教　　　諭 佐　藤　拓　也 喜多方市立熊倉小学校
教　　　諭 佐　藤　信　野 大熊町立大野小学校

湯川中学校

教諭（理　　科） 芳　賀　喜代次 会津若松市立第二中学校
教諭（保健体育） 長谷川　光　洋 猪苗代町立猪苗代中学校
教諭（特別支援） 小　川　みずほ 会津若松市立第一中学校
教諭（技　　術） 桜　井　成　幸 磐梯町立磐梯中学校

退 職 ・ 転 出 教 職 員 名 簿
学　校　名 職　　　名 氏　　　名 転　　出　　先

笈川小学校
教　　　頭 小　川　博　光 喜多方市立熊倉小学校
教　　　諭 大久保　潤　一 定年退職
講　　　師 関　口　奈　緒 退職

勝常小学校
校　　　長 江　川　　　浩 定年退職
教　　　諭 前　野　　　章 定年退職
教　　　諭 淺　井　康　文 猪苗代町立翁島小学校

湯川中学校
教諭（保健体育） 吉　田　秀　紀 定年退職
教諭（理　　科） 内　藤　　　晃 磐梯町立磐梯中学校
講師（特別支援） 滝　沢　直　子 退職

平成29年度　湯川村行政区長名簿
行政区 区　長　名 役　職
笈 川 吉　田　誠　一 副 会 長
王 領 鈴　木　俊　一
田　 中 小　林　　　仁
笠 ノ 目 鈴　木　　　隆
米　 丸 手代木　秀　男
森　 台 小野塚　久　義
西八日町 柏　木　　　学 会 計
東八日町 物　江　広　文
高　 瀬 渡　部　正　美
水 谷 地 鈴　木　一　行
上田谷地 髙　羽　伊一郎
沼 ノ 上 遠　藤　正　美
浜　 崎 一　条　徹　美
桜づつみ 遠　藤　仁　也
勝 常 髙　橋　　　勲 庶 務
五丁ノ目 青　木　静　雄

行政区 区　長　名 役　職
佐 野 渡　部　裕　次
中 ノ 目 山　口　幹　彦
熊 川 古　川　修　一
上 扇 田 平　松　博　幸
亀 ケ 代 小　沢　晶　利
上 樽 川 青　木　悦　子
石 伏 矢　澤　一　之
下 樽 川 白　川　勝　雄
中 扇 田 津　村　勝　美
中 台 渡　部　貞　雄
下 扇 田 小　林　竜　二
北 田 中　島　　　亨
堂 畑 大　石　敏　巳 会 長
三 島 渡　部　　　馨
松川団地 星　　　さゆり
美 田 園 田　部　康　大
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課　　　等 課　長 係 係　長 担　当　事　務　等 担当職員

総　務　課
T：27-8800　　F：27-3760

石川　幸市 
【110】

総務係 長谷川　猛 
【113】

職員給与・共済・研修 永島　真弓【114】
消防・防災 鈴木　秀幸【116】
交通・広報・防犯 内海　杏梨【116】

政策財務係 大塚　孝司 
【111】

財政政策 小野　智史【112】
情報政策・統計 芦沢　卓也【115】

住　民　課
T：係に記載　　F：27-3760

坂内　真隆 
【120】

税務係
T：27-8820

立川　幸子 
【127】

軽自動車税・国保税 髙橋健太郎【128】
《育休中》 小野　絵里【127】

個人住民税 小林　憲和【128】

福祉係
T：27-8810

 
包括支援C
T：28-1585

大場　祐一 
【123】

介護保険 目黒二征子【123】
戸籍・住民記録・マイナンバー・国民年金 木田奈美子【122】
後期高齢者医療・児童福祉 村田　　崇【121】
障がい者福祉・男女共同参画 佐藤　　鴻【122】
地域包括支援センター 佐竹　由季【129】
地域包括支援センター 二瓶健太郎【129】
地域福祉推進専門員 古川　博美【124】

保健センター
T：27-3110　　F：28-1055

《所長》
坂内　真隆 

（併任）

保健係
T：27-8830

吉田　利昭 
【126】

環境衛生 橋本　智美【126】
主任保健技師 猪俣　留美【320】
保健技師 宮澤梨香子【320】
主幹栄養技師 室井つな子【321】

産業建設課
T：係に記載　　F：27-3761

石井　英世 
【140】

農業振興係
T：27-8840

二瓶　　隆 
【141】

水田農業・農振除外・有害鳥獣 中島　竜巳【141】
園芸・農業制度資金 関本　尚美【142】

商工観光係
T：27-8831

川島　茂宏 
【131】

定住促進・企業誘致・空家対策 伊藤　　寛【132】
商工・観光・各種イベント・後継者対策 白岩　仁志【131】

建設係
T：27-8850

鈴木　浩司 
【143】

下水道 青木　和久【144】
地籍調査 坂内　俊介【142】
河川・建築・除雪 大桃　睦也【143】

出　納　室 渡部　　務 
【102】 出納係 大場　尚子 

【105】

選挙管理委員会
《書記長》
石川　幸市 

（併任）

（書記） 長谷川　猛（併任）
（書記） 大塚　孝司（併任）
（書記） 小野　智史（併任）
（書記） 永島　真弓（併任）
（書記） 鈴木　秀幸（併任）
（書記） 芦沢　卓也（併任）
（書記） 内海　杏梨（併任）

農業委員会
T：27-8870　　T：27-3761

《事務局長》
石井　英世 

（併任）
総務係 石田　弘恵 

【135】

議会事務局
T：27-8860 
F：27-3771

真壁　　敦 
【230】

（書記） 長谷川　猛（併任）
（書記） 大塚　孝司（併任）
（書記） 小野　智史（併任）
（書記） 永島　真弓（併任）
（書記） 鈴木　秀幸（併任）
（書記） 芦沢　卓也（併任）
（書記） 内海　杏梨（併任）

監査委員会 （書記） 真壁　　敦（併任）

教育委員会
T：27-2250　　F：27-8765

（湯川公民館）
T：27-4107　　F：27-8826
（ユースピアゆがわ） 
T：27-8880　　F：27-8894

鈴木　　定 
【301】

学校教育係 東条　純一 
【302】

児童クラブ 星　　浩太【303】
特別支援教育・学校給食・学校保健・子ども子育て支援 髙木　　類【303】
英語指導助手（ＡＬＴ） タイラー・マトソン【302】

社会教育係 高橋　　亮 
【311】

文化体育振興　体育施設管理運営 片桐　　暁【312】
文化財保護、村史編纂　ボランティア活動 梶原　文子【340】
社会教育・生涯学習 栗村　良輔【342】
社会体育・生涯学習 柏木　　学【342】

ゆがわ幼稚園
T：27-5205　　F：27-5206

《園長》
林　久美子

主幹教諭 髙橋　美保
主任教諭 長澤めぐみ
主任教諭 岡本　聰恵
教諭 神田　真依

湯川村保育所
27-3113（FAX兼）

《所長》
兼子美千子

主幹保育士 清水　美佳
保育士 兼子由美恵
保育士 鈴木　　舞
保育士 平野　真希
主幹栄養技師 室井つな子（併任）
主任調理員 篠田きぬ子

湯川中学校 
《校長》阿久津　光俊　　《教頭》遠藤　信恵

T：27-5161　　F：28-1019

笈川小学校 
《校長》蓮沼　勉　　《教頭》大阪　興太郎

T：27-3266　F：27-8873

勝常小学校 
《校長》渡部　仁一　《教頭》菅井　公

T：27-4158　F：27-8857

役場庁舎その他の内線番号
及び関係機関等の電話番号

《庁舎１階》ミーティングルーム【159】応接室【158】相談室１【150】相談室２【151】
準備室【152】印刷室【156】小会議室【155】休憩室（女）【154】休憩室（男）【153】
会議室１【161】会議室２【162】機械室【163】管理人室【160】

《庁舎２階》多目的室【231】議場【232】《ふるさと納税専用ダイヤル：23-7850》
《湯川公民館》村史編纂室【313】印刷室【315】２階大ホール【316】
《ユースピアゆがわ》多目的ホール【343】調理室【344】２階各部屋【345】～【348】
《その他公共施設》保健センター保健指導室【322】サブセンター【360】
《湯川村社会福祉協議会（高齢者コミセン）：27-8890》事務室【330】【331】
《地域包括支援センター：28-1585》《デイサービスセンター：28-1588》
《ＪＡ会津よつば湯川支店：27-8221》（１階）【370】（２階）【371】《農業法人設立準備室【372】》
《地域活性化施設：27-8484》《湯川村商工会：27-3957》《会津湯川の里：27-5660》
《湯川郵便局：27-2948》《会津坂下警察署　湯川駐在所：27-3269》

【役場住所】969-3593　福島県河沼郡湯川村大字清水田字長瀞18番地
【村HP-URL】http：//www.vill.yugawa.fukushima.jp/　【村代表E-Mail】yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

平成29年度　湯川村役場組織表
《平成29年 4 月 1 日現在、【数字】は内線番号》

村長：三澤　豊隆【100】　　副村長：常法寺康文【101】　　教育長：星　三千男【３10】

⑧



広報ゆがわ ６０６号　平成２９年５月１日　発行

　

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と

し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
村
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

○
補
助
の
対
象
と
な
る
方

①
湯
川
村
内
で
自
ら
が
居
住
し
て
い

る
か
、
居
住
し
よ
う
と
し
て
い
る

住
宅
（
店
舗
等
併
用
住
宅
含
む
）

に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
電
力
会
社
と
電
力
受
給
契
約

を
締
結
す
る
方

②
平
成
30
年
３
月
10
日
ま
で
に
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
完
了

で
き
る
方

○
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム

　

住
宅
の
屋
根
等
に
設
置
し
た
太

陽
光
発
電
に
よ
る
発
電
設
備
で
あ

っ
て
、
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有

り
で
連
携
し
、
か
つ
太
陽
電
池
の

最
大
出
力
が
10
kw
未
満
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
か
つ
未
使
用
品
。

○
補
助
金
の
内
容

　

シ
ス
テ
ム
の
１
kw
あ
た
り
２
万

４
千
円
、
上
限
５
kw
ま
で
で
１
件

あ
た
り
最
大
12
万
円
と
す
る
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

政
策
財
務
係

	

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

湯
川
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.vill.yugaw

a.
fukushim

a.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
税
は
、
県
民
の
皆
様
の
福

祉
の
増
進
、
教
育
等
に
使
わ
れ
て
い

る
大
切
な
税
金
で
す
。
納
期
限
ま
で

に
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
期
限　
５
月
31
日（
水
）

○
注
意
点

　

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

領
収
書
に
継
続
検
査
（
車
検
）
用

の
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
付
の
場
所

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ

り
お
支
払
い
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

○
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
で
、
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請

に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
期
限　
５
月
31
日（
水
）

◎
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

県
税
第
二
課

	

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
６
１

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
に
つ
い
て

湯
川
村
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
ご
紹
介

自
動
車
税
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策

分
）の
申
請
受
付
期
間
中
で
す

【
臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）】

　

消
費
税
の
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
村
内

に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
の

村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
課
税
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
方
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

（
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金（
３

千
円
）
と
同
様
で
す
。）

○
給
付
額

　

一
人
当
た
り
１
万
５
千
円

【
申
請
期
限
】

　

平
成
29
年
６
月
１
日（
木
）

　

支
給
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

対
象
と
思
わ
れ
る
方
で
、
申
請
書
が

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
係　

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

「村長との
対話の日」
平成29年

5月10日（水）
時間：午前9時〜正午まで
場所：村長室

お
詫
び
と
訂
正

　

４
月
号
の
16
Ｐ
に
掲
載
し
ま

し
た
「
戸
籍
の
窓
口
」
の
中
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
申
し
上
げ
次
の
よ
う
に
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）心
椰　
（
正
）心
梛

　

村
で
は
、
農
業
に
お
け
る
担
い
手

不
足
を
解
消
し
、
農
業
振
興
と
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
（
２
名
）」

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
我
が
村

初
の
隊
員
と
し
て
染
谷
俊
さ
ん
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

〔
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕

氏
名
：
染そ

め

谷や　

俊し
ゅ
ん

着
任
：
平
成
29
年
４
月

年
齢
：
24
歳

出
身
：
茨
城
県
坂
東
市

趣
味
：
映
画
鑑
賞
、
食
べ
る
こ
と

特
技
：
簡
単
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！　

茨
城
県

か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
、
染
谷
俊
と

申
し
ま
す
。

　

母
の
実
家
で
あ
る
会
津
で
農
家
と

し
て
生
き
る
の
が
夢
で
し
た
。

　

村
で
の
生
活
は
初
め
て
で
勝
手
も

わ
か
ら
ず
沢
山
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
が
、
湯
川
村
の
一
員

と
し
て
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
農

業
振
興
の
取
組
を
、
頑
張
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
紹
介
と

さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
付
で
笈
川
集
落
の
大
関

清
憲
さ
ん
が
、
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
主
に
役
所

（
国
、
県
及
び
市
町
村
）や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な

ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
関
し
て
、

苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
心
配
な

こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
要
望
し

た
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
そ
の
解
決
を
お
手
伝
い
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、５
月
の
一
ヶ
月
間
は
、「
福

島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
期
間
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
以
降

も
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

行
政
相
談
委
員
名　

大お
お

関ぜ
き　

清き
よ

憲の
り

◎
連
絡
先

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
３
６
０
３大関清憲さん

⑨



広報ゆがわ６０６号　平成２９年５月１日　発行

　高齢者肺炎球菌ワクチン接種は、予防接種法に基づき平成２６年１０月１日より定期予防接種となり、公費（一部
自己負担有り）で接種していただけるようになりました。
　肺炎球菌による肺炎は、主に気道の分泌物に含まれ唾液などを通じて飛沫感染します。日本人の約3～5％の高齢
者は鼻や喉の奥に菌が常在しているとされます。これらの菌が何らかのきっかけで進展することで、気管支炎、肺炎な
どの重い合併症を起こすことがあります。肺炎の全てを予防するワクチンではありませんが肺炎球菌ワクチン接種に
より、8０種類以上の型のうち２3種類に対して免疫をつけることができ、重症化予防などの効果が期待されます。
　なお、この予防接種は、接種を受ける法律上の義務は無く、自らの意思で接種を希望する方にのみ行われます。
【接種回数】１回（生涯に１回です。過去に接種を受けた方は対象となりません。）
【接種期間】平成２9年４月１日～平成3０年3月3１日
【接種方法】実施医療機関に電話等で予約の上、郵送された予診票と保険証を持参し接種してください。

【自己負担額】２，０００円（生活保護者のみ無料となります。）
【平成29年度の対象者】※対象者の方のみ予診票を郵送しております。
　湯川村にお住まいで、かつ、過去に一度も高齢肺炎球菌ワクチンを接種したことがなく、下記①か②に該当する方です。
①平成3０年3月3１日に満６5歳、7０歳、75歳、8０歳、85歳、9０歳、95歳、１００歳の方

対象者 生　年　月　日
　６５歳 昭和２７年４月２日生～昭和２８年４月１日生
　７０歳 昭和２２年４月２日生～昭和２３年４月１日生
　７５歳 昭和１７年４月２日生～昭和１８年４月１日生
　８０歳 昭和１２年４月２日生～昭和１３年４月１日生
　８５歳 昭和　７年４月２日生～昭和　８年４月１日生
　９０歳 昭和　２年４月２日生～昭和　３年４月１日生
　９５歳 大正１１年４月２日生～大正１２年４月１日生
１００歳 大正　６年４月２日生～大正　７年４月１日生

※医療機関によっては、肺炎球菌の予防接種を行っていないところがあります。あなたのかかりつけ
医が、肺炎球菌の予防接種を行っていることを確認の上、接種を受けてください。

②平成3０年3月3１日に満６０歳から満６４歳で、かつ、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能のいずれかに身体障害者
手帳１級相当の障害がある方

※平成3０年3月3１日に満79歳、8４歳、89歳、9４歳、99歳の方は、平成3０年度に定期予防接種の対象
となります。なお、平成3１年度より６5歳の方のみの対象となります。

※5年以内の再接種により注射部位の疼痛、硬結等の副反応が強くなると報告されており、勧めません。
　また、5年以降の再接種（自費）については主治医とご相談ください。

◎お問い合わせ先　住民課　保健係（湯川村保健センター）☎０２４１−２7−3１１０

平成₂₉年度 高齢者肺炎球菌ワクチンの助成を実施しています。
※この機会を逃すと助成は受けられません。

　入園前のお子さんを対象に、６月より下記の日程で幼
稚園を開放します。ぜひ幼稚園にお越しいただき、同年
代のお子さん同士の触れ合いや、お家の人同士の憩いの
場としてお楽しみいただきたいと思います。お待ちして
おります。

【日程】　5月２６日（金）新聞紙遊び
　　　　６月２8日（水）風船で遊ぼう
　　　　7月１3日（木）魚つりをして遊ぼう
　　　　9月　5日（火）ピカピカメガネで見てみよう
　　　１０月　４日（水）ミニミニ運動会
　　　１１月　１日（水）木の実シアタ―

～園開放のお知らせ～
湯川村立ゆがわ幼稚園

場　所　ゆがわ幼稚園（遊戯室・いちごルーム）
時　間　午前１０時～午前１１時3０分
対象児　１歳から入園前のお子さん
持ち物　上ズック・帽子・水筒（水または麦茶）

　

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の

方
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。
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高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

交
付
申
請
受
付
中

　

５
月
１
日
か
ら
９
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30
日
ま
で
の

期
間
に
お
い
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
に
よ
る
地
球
環
境
保
全
及
び
職

員
の
健
康
保
持
を
目
的
に
、
基
本
的

に
ノ
ー
上
着
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
の
軽

装
で
職
員
が
執
務
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
　

　
実
施
に
つ
い
て
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　都内において、はちみつの摂取が原因と推定される乳児ボツリヌス症による死亡事例があり
ました。
　乳児ボツリヌス症は１歳未満の乳児に特有の疾病で、経口的に摂取されたボツリヌス菌の芽
胞※が腸管内で発芽・増殖し、その際に産生される毒素により発症します。
　乳児ボツリヌス症の予防のため、１歳未満の乳児に、はちみつを与えるのは避けてください。

※ボツリヌス菌及び乳児ボツリヌス症に関する詳しい情報は、下記のホームページをご覧くだ
さい。

◇ボツリヌス菌について
　http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/micro/boturinu.html
◇乳児ボツリヌス症について
　http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shokuhin/rensai/guide26.html

【乳児ボツリヌス症とは】
　乳児ボツリヌス症は、１歳未満の乳児にみられるボツリヌス症
である。
　原因食品と共に体内に摂取されたボツリヌス菌の芽胞（植物に
例えると種子の様な耐久型の菌の状態）は，乳児の腸管内で毒素
を産生し，ボツリヌス症をひき起こす。乳児の腸内細菌叢が成人
と異なるために起こる疾病である。乳児ボツリヌス症での死亡は
まれである。
【症状】
　便秘、筋力の低下、哺乳力の低下、泣き声が小さくなる等が認められる。
【原因食品】
　乳児ボツリヌス症の主な原因食品は、はちみつである。原因不明の事例も多い。はちみつ以
外、原因食品が確認された事例はほとんどない。
【予防方法】
　乳児ボツリヌス症の予防は、１歳未満の乳児には、ボツリヌス菌の芽胞に汚染される可能性
のある食品（はちみつ等）を食べさせないことである。
【ボツリヌス菌】
　ボツリヌス食中毒等のボツリヌス症の原因菌である。ボツリヌス菌は土壌や海、川などの泥
砂中に分布している。酸素の少ない環境を好む菌で、芽胞を作る。ボツリヌス菌の芽胞は熱に
強く、低酸素状態に置かれると発芽・増殖し、ボツリヌス毒素を産生する。

※芽胞とは
　ボツリヌス菌などの特定の菌は、増殖に適さない環境下において、芽胞を形成します。
芽胞は、加熱や乾燥に対し、高い抵抗性を持ちます。
　芽胞を死滅させるには120℃４分以上またはこれと同等の加熱殺菌が必要です。100℃程
度では、長い時間加熱しても殺菌できません。

食中毒の発生について
〜１歳未満の乳児にはちみつを与えないでください。〜

はちみつ自体はリスクの高い食品ではありません。
１歳未満の乳児にはちみつを与えてはいけませんが、１歳以上の
方がはちみつを摂取しても、本症の発生はありません。
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◎お問い合わせ先：社会教育主事　栗村まで　☎０２４１−２7−888０
質問があれば、ぜひ湯川英会話にメールしてください！来月の広報も楽しみにしていてください。

kyouiku@vill.yugawa.fukushima.jp

タイラーの作文「Acrostic Poem」
　今日は、「詩」についてお話します。

　英語には、様々な種類の「詩」があります。一番簡単なものは「Acrostic Poem」という詩です。
　この「詩」は 名前の先頭の文字で作ります。また、「詩」の言葉はその人自身について説明しています。

　例えば「なつみ」 な……なごやか（感じのよい、心地よさをもたらす）
 つ……つつましい（控えめで、しとやか）
 み……みりょく的な（人の心をひきつけて夢中にさせる力）

　というように大体使う言葉は動詞や形容詞です。ただし、人を傷つけるような言葉はだめです。

　私の「Tyler」は Ｔall ……………背が高い
 Ｙoung ………若い
 Ｌean …………痩せている
 Ｅnergetic ……エネルギーがたくさんある
 Ｒare …………めずらしい 

　皆さんも自分の名前で自分の 「Acrostic Poem」を書いてみてはいかがですか？

　湯川村コミュニティバス運転手として、津村
榮喜さん（中扇田）、古川洋一さん（熊川）、柏木
学さん（八日町）の3名に三澤村長から辞令を交
付しました。
　常に無事故無違反を心がけ、安全なコミュニ
ティバスの運転にあたっていただきます。

　村では、村が主催する事業や村内の各種団体が行う事業等のための運転手を下記のとおり募集します。
（バスの運行方法として、運転手を登録制とし、使用する団体等がその登録された運転手の方に運転を依頼
していただいています。これは、安全性の面から免許があるだけで誰でも運転することを避けるためです。）

○登録資格
　湯川村民で、下記のいずれかの運転免許資格を持つ満６5歳までの方
◦平成１9年６月２日の道路交通法改正前の大型免許
◦平成１9年６月２日の道路交通法改正後の中型免許以上
（車両総重量8トン以上１１トン未満、最大積載量5トン以上６．5トン未満のものまたは、乗車定員が
１１人以上3０人未満のもの）

○登録申込受付期間
　平成２9年5月１日（月）～平成２9年5月１9日（金）
　（ただし、受付時間は平日の午前9時００分から午後5時００分までとします。）
○登録方法

　『運転手登録申込書』（役場総務課にありますので、取りにおいでください。）に必要事項を記入し運転
免許証持参の上、下記の担当まで提出してください。
○登録人数　２名程度（申込者多数の場合は、村の選考基準により選出することとします。）
○賃金体系　湯川村コミュニティバス運行規程により支給されることとなります。

◎お問い合わせ先　湯川村役場　総務課 政策財務係　☎０２４１−２7−88００

湯川村コミュニティバス運転手辞令交付

「湯川村コミュニティバス」の運転手を追加募集します。
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野焼きはやめて!!
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消防署からのお知らせ
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会津坂下警察署からのお知らせ

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成29年 3 月31日現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 1 1 24 25
湯川村 0 6 6

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発
生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成29年 1 月 1 日からの累計数となっています。

融資保証金詐欺にご注意!
〜本年に入り3件の被害を認知〜 今後、被害の増加が懸念されます。

カクニンジャー福くん

①会社事務所にFAXで「低金利」等と記載された融資案内が送信される。
②相手に電話をすると書類が会社事務所に届く。
③書類に必要事項を記載して相手にFAXすると、「お金を融資するので融
資手数料を指定の口座へ振り込んでください。」との電話連絡が来る。
④融資手数料を振り込むとさらに融資手数料を要求される。

①被害者がインターネットで融資先を探し、「即日融資」等の広告を見つけて融資
申込みのメールを送信。
②相手から電話連絡があり、家族や親戚、勤め先等について聞かれる。
③さらに相手から「返済実績を作ってもらえれば、すぐに融資できます。１万円を
あなたの口座へ振り込みますので、利息分を加えた５万円を完済してもらえれば
希望金額を融資できます。」等と連絡が入り、指定した複数の口座へお金を振り
込むように要求される。
④相手から「１つの口座にお金が振り込まれていません。あなたが違う口座に振り
込んだため、会社に損害が発生しました。再度、振り込んでください。」と連絡
があり、繰り返しお金を要求される。
⑤融資を断り返金を要求すると、損害賠償を請求されたり、会社や子どもの学校に
嫌がらせの電話が入る。

事業者被害のケース

個人被害のケース

野焼きに注意!

会津若松消防署十文字出張所
ＴＥＬ　0242－75－2151

◦空気が乾燥し、風が強い日には、野焼きの拡大が多発しています！
◦乾燥注意報や強風注意報発表中は火を点けない
◦住宅の近くでは行わない
◦実施する場合は、決してその場を離れない
◦一人では行わず、必ず複数人で行う
◦高齢者のみで行わない
◦水バケツなどの消火用具を必ず事前に準備する
※万が一拡大し消火が難しい場合は速やかに消防署（119番）に通報
してください。

※野焼きは、焼却する物品等により禁止されているものがありますの
で注意してください。

※消防署に届出書を提出してください。
（あくまで火災と間違われないためで、許可ではありません）
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５
月
の
行
事
予
定

１
日（
月
）交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

３
日（
水
）憲
法
記
念
日

４
日（
木
）み
ど
り
の
日

５
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ど
も
の
日
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日
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校
大
運
動
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（
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は
人
身
事
故
・
下
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は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

13平成28年
（ 1月〜12月）

平成29年
2 月

平成29年
累　　計

2

2

66

交通死亡事故ゼロ日数
（平成29年 3 月31日現在） 439日

9

36

死亡

1

0

0

傷者

18

3

3

　

家
庭
の
話
し
合
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、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口

人の動き（４月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,345人（△ 4）
男 1,614人（△ 5）
女 1,731人（　 1）

世帯数 1,015世帯（　 4）

『乳児健康相談（9～10か月児）より』

いい顔!!
み〜つけた

星　舷
げん

くん
（美田園）

◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

　みんなから親しみを込めて呼ばれ
る響きを…という思いから「げん」と
名付けました。「船べり」という意味
を持つ「舷」。

　『耕
たがや

』して（父の名）『穣
みの

』った（兄
の名）いのち・幸せを船に乗せて出発
します。

※この欄に掲載を希望しない方は、住民税務課
住民福祉係へ申し出てください。

（３月受付）
お誕生おめでとうございます

（地　区） （両　親） （子）

美 田 園 田部　康大
　　　理佳 練

ねり

奈
な

森　　台 阿部　　弘
　　　聡美 稜

りょう

平
へい

西八日町 山口　　悠
　　真奈美 新

あらた

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
上田谷地 髙羽ミユキ ８９歳
沼 ノ 上 大久保文雄 ８９歳
浜　　崎 関本　正弘 ６２歳

新採用職員
あいさつ

内
うち
海
うみ
　杏
あん
梨
り
（22）

総務課総務係
　交通安全や防犯を主に担当
させていただきます。村民の
みなさんに安全に安心して暮

らしていただけるよう力を尽くします。よろ
しくお願いいたします。

栗
くり
村
むら
　良
りょうすけ
輔（58）

教育委員会　社会教育主事
（ユースピアゆがわ）
　「集落の元気づくり・絆づ
くり」の具現化を中心に社会

教育という領域で様々な事業を村民の皆様と
一緒に展開していきたいと考えております。
お世話になります。

石
いし
井
い
　英
えい
世
せい
（39）

産業建設課長（福島県から）
　県からの派遣でまいりまし
た産業建設課長の石井です。
私は、会津美里町出身でして、

同じ会津の湯川村で働けることを誇りに思い、
湯川村の発展のため精一杯がんばらせていた
だきますのでよろしくお願いします。

平
ひら
野
の
　真

ま
希
き
（24）

教育委員会
保育士（湯川村保育所）
　湯川村保育所で１歳児の担
任をしております。村民の皆

様から信頼していただけるよう日々精進して
まいります。よろしくお願い致します。

大
おお
桃
もも
　睦
ちか
也
や
（23）

産業建設課建設係
　主な業務は、住宅管理や道
路橋りょう修繕、冬は除雪と
なります。湯川村の発展のた

めに全力で頑張っていきたいと思っています。
よろしくお願いします。

関
せき
本
もと
　尚
なお
美
み
（27）

産業建設課農業振興係
　栃木県鹿沼市出身で、約3
年前、結婚を機に福島県に引
っ越して参りました。２歳に

なる息子の母です。
　いつまでも初心を忘れず、謙虚な気持ちで
しごとに取り組みたいと思います。よろしく
お願いします。

二
に
瓶
へい
　健
けん
太
た
郎
ろう
（34）

住民課福祉係
　社会福祉士として地域包括
センターで勤務しております。
今まで医療現場で勤務してお

りました。その経験を生かし、住民の方に安
心して住み慣れた場所での生活を続けていた
だけるようお手伝いさせていただければと思
います。よろしくお願いいたします。

派遣・新任嘱託職員あいさつ

⑭


